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新しいマクロ経済学 



Ⅰ．マクロ経済学の歴史 

Ⅱ．マクロとミクロ 
   ――新しいマクロ経済学 

Ⅲ．経済理論と日本経済 
   ――デフレーションと金融政策 
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16-17世紀 重商主義 

18世紀 フランス重農主義 

（Quesnay) 

18世紀末-19世紀初 産業革命の時代  

古典派経済学 

（Smith, Malthus, Ricardo) 

原初、経済学はマクロだった！ 



4 

William Harvey 1578–1657 

心臓・血管を通じた血液循環のメカニズムを解明 1628 

 

William Petty 1623–87 Oxfordの解剖学教授 

Political arithmetik 政治算術 1690 

労働価値説を唱えた古典派経済学の祖 

François Quesnay 1694-1774 外科医 

Tableau économique 経済表 1758、マクロ経済の循環 

自然科学の影響 
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新古典派経済学の確立 

Léon Walras ワルラス 1834-1910 

Eléments d’économie politique pure, 1874-77 
 

Vilfredo Pareto パレート 1848-1923 

一般均衡理論 

19世紀末の「限界革命」 
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不況／恐慌 

失業 

金融危機 

 

マクロ経済学のテーマ 

市場経済の「不都合な真実」 
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マクロ経済学の誕生 

１．GDP等マクロの統計整備19世紀末～ 

２．景気循環Business Cyclesの実証研究 

   19世紀、J.C.Jugler 1819-1905など実務家による 

   1920-30年代、世界的に実証研究の機運高まる 

３．ケインズ（1883-1946）による 

  『一般理論』1936 の刊行 
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1930年代の 

ケインズ革命 

「不都合な真実」の解明 

ｖｓ 

新古典派経済学 
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1960年代～ 

経済学は「二刀流」 

ミクロ経済学＝新古典派経済学 

マクロ経済学＝ケインズ経済学 

サミュエルソン「新古典派統合」 
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しかし、 

1970年代から過去40年 

マクロ経済学のミクロ経済学化 

が進んだ 

マクロ経済学は激変 
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キーワードとなったのは、 

マクロ経済学の「ミクロ的基礎づけ」 

ケインズ経済学は 

しっかりとしたミクロ的基礎づけを 

欠いている 

新古典派的マクロ経済学 
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マクロの現象を 

代表的(representative)な 

ミクロの経済主体の最適行動 

の結果として理解する 

 

ミクロの行動の詳細な分析 

スタンダードなマクロ経済学の方法 
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しかし、ミクロの経済主体の行動を 

「代表的消費者」「代表的企業」 

の仮定の下に詳細に分析し 

マクロの現象をミクロの「相似拡大」 

として理解しようとする 

スタンダードなアプローチは 

間違っている 

間違ったミクロ的基礎づけ 
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ミクロの論理 

企業や個人の最適化は 

「ミクロの経済現象」 

についてのみ有効 

 

マクロの現象 

マクロとミクロ 
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企業・家計の「最適化」は 

定義により「うまくいく」 

 

マクロの問題＝「うまくいかない」 

ミクロの論理ではもともと無理 

ヴォルテール『カンディード』1759 

ミクロの論理 
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マクロ経済を理解するためには 

統計物理学的な方法が有効 

 

ミクロの行動を詳しく追っても無駄 

マクロ固有の方法論：統計物理学 



「実際政治に必要なのは，このような巨視的状態である．だれがど
うということはまずまず問題ではない．この巨視的な社会状態がど
う変化するかということが，関心事なのである． 

 これは統計力学においてわれわれの当面する問題と本質的に同
じ意味をもっている．多数の粒子から成る一つの物体をみていると
き，その分子一つ一つの運動はわれわれの眼にははいらない． 

  …… 

幸い，われわれはそんなものに拘泥する必要を感じない．統計力
学はわれわれに必要な巨視的な知識を，微視的な立場から簡明
に与えてくれるのである． 

 その基礎には，常に何か確率的なものが横たわっている．社会
現象の場合にも，上にいったようなある巨視的な見方をするときに
は，だれだれがどうしたという微視的な立場を離れて，全体をある
統計的な立場からみるということが基礎になっているわけである．」 

 久保亮五『統計力学』 (1952), P14より 

統計力学の方法 
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経済主体は頭を使って 

「最適化」しているから 

無機的な自然現象を扱う物理と 

本質的に違うのではないか？ 

経済は自然現象と本質的に異なるか？ 



マクロの現象を理解する上で、 

自然と経済に本質的な違いはない！ 

合理的な個人は頭脳を使い動学的に最適化する 

 

変分法のオイラー方程式 

無機的な物理現象も同じ方程式を満たしている！ 

「変分原理」ないし「最小作用の原理」 
Feynmann (1964)’s Lectures on Physics, Vol. II. Chapter 19  

自然と経済に本質的な違いはない！ 
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人間社会の例 

     ・車の渋滞 

     ・将棋倒し 

物理学の相転移 

自然と経済に本質的な違いはない！ 
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「人間の如き最高等な動物でも，それが多数の群集を成して居
る場合に就て統計的の調査をする際には，夫等の人間の個體
各個の意志の自由などは無視して，其の集團を單なる無機的
物質の團體であると看做しても，少しも差支のない場合が甚だ
多い．例へば街路を歩行する人間の「密度」や「平均速度」に
關する統計などには，純粹な物質的の問題例へばコロイド粒
子の密度の場合に應用さるヽ公式を，其の儘使用しても立派に
當てはまることが實證的に明らかになつて居る… （中略） … 
「生物のことは物理では分らぬ」といふ經典的信條のために，
斯ういふ研究がいつもゝ異端視され易いのは誠に遺憾なことで
ある．科學の進歩を妨げるものは素人の無理解ではなくて，い
つでも科學者自身の科學其の物の使命と本質とに對する認識
の不足である．深く鑑みなければならない次第である（寺田寅
彦「物質群として見た動物群」昭和8年『理学界』のちに『物質と
言葉』岩波書店，1935年，所収）．」 21 

寺田 寅彦 (1933) 
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“Thoughtful macroeconomists are uncomfortably aware that 
consumers, firms, and workers vary widely in their local 
environments, perceptions, and beliefs. Ignoring this 
heterogeneity, as ‘modern macro’ does, is a likely source of 
systematic error. Aoki and Yoshikawa propose to repair this 
failure by modeling the macroeconomy explicitly as a cloud of 
interacting particles. The goal is to deduce the distributions of 
economic characteristics that describe the system as a whole. 
This puts more emphasis on statistical properties and less on 
the internal decision making of each agent. There are already 
some surprising beginning results, including a novel treatment 
of aggregate demand, and one can expect more when their 
approach is combined with standard economic reasoning. This 
is the start, not the finish, of a potentially far-reaching research 
program. It should excite the curiosity of all those thoughtful 
macroeconomists.”  Robert M. Solow (2007) 

Solow’s comment 
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ミクロとマクロの関係：標準的なモデル 

Micro Agents Share  

the Common Macro Universe 

「異質性」を強調するLucasモデル、 

サーチモデル、DSGEも本質的には同じ 

Macro 

Micro Agents 

● 

● 

● 

● 

● ● 

● 

● 
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Many Different Micro Universes 

The Importance of Meso Scale 

Macro 
●●● 

●●● ●●● 

●●● 

●●● 
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真の異質性 



Thus, to Analyze Macro, 

Detailed Optimization of Micro Agent is Useless 

●●●●● 

Micro Agent’s Optimization is  

Not based on the Unique “Macro”  

But on Each Different Micro Universe 

which we Never observe! 
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真の異質性 
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マーシャル（1842-1924）は知っていた 

価格 

数量 

Ｓ 

Ｄ 

0 

P* 

Q* 

Ceteris Paribus 「他の事情が等しければ」 
部分均衡をマクロに適用することを否定  

 ⇔ ワルラスの「一般均衡理論」 

「部分均衡」 



●●●●● 

合理的期待（rational expectations)が 

間違っているわけではない 

Muth (1960, 61)は 

１つの資産市場など 

micro universeに正しく適用 
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合理的期待 



ルーカスの合理的期待モデル 

Lucasは合理的期待を 

安易にマクロに適用し 

間違った理論をつくりあげた 

Macro 

Micro Agents 

● 

● 

● 

● 

● ● 

● 

● 
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Aoki Masanao and H. Yoshikawa, (2012) “Non-Self-Averaging in Macroeconomic 
Models: A Criticism of Modern Micro-founded Macroeconomics,” Journal of Economic 
Interaction and Coordination, Vol.7, 1, pp1-22. 
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Heckman James (2001),  “Micro Data, Heterogeneity, and the Evaluation 

of Public Policy,” Journal of Political Economy, Vol.109, No.4, P.685. 

ミクロの行動はほとんどすべて異質！ 
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ウエアラブルセンサを用いた 
人間行動の実証分析 

 

ボルツマン分布 

人間行動の多様性 



多様なミクロの経済行動を 

第３者は観察できない！ 

消費者～107、企業～106 

だから 

統計物理の方法が有効 
32 

統計物理学的方法の有効性 



・経済物理学 Econophysics 

・進化経済学 Evolutionary Economics 

・ネットワーク科学 Network Science 

・Agent-based Model 

・複雑系 Complexity 
33 

新しいマクロ経済学 



34 

1995 Kolkata 

主として株価や為替レートなど 

金融市場の分析 
 

Mantegna, R. and H. Eugene Stanley (2000),  

An Introduction to Econophysics, Cambridge U.P. 

経済物理学 Econophysics の誕生 
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総需要のアップ・ダウンにより 

生産水準が変動する 

メカニズムは何か？ 
 
 

Yoshikawa, H. (2003) “The Role of Demand in Macroeconomics,” 

Japanese Economic Review, Vol.54, No.1, 1-27. 

ケインズ経済学のミクロ的基礎づけ 
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労働のマクロ的稼働率は、 

「失業」だけでなく 

「生産性の分布」によって決まる 
 
 
 
 

問題は、労働に関する求人／求職は 

「確率的」な出会い 

労働・資本の働き具合が変動 



Distribution of Labor Productivity in Japan (2007) 

生産性の分布 

Mean= 1.29×104,  Standard Deviation=2.37×104 

 

新潟大学 家富 洋 37 



All the Workers Work at Job sites with the Highest Level of 

Productivity under Extremely High Aggregate Demand 

確率的マクロ均衡（１） 

 The Number of 

Employed Workers

Productivity

ｃ1 ｃ2  ・・・・・・ ｃK
０

ｎ

The Number of 

Employed Workers

Productivity

ｃ1 ｃ2  ・・・・・・ ｃK
０

ｎ
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Workers are Distributed Evenly across All the Sectors with Different 

Levels of Productivity under Extremely Low Aggregate Demand  

確率的マクロ均衡（２） 
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確率的マクロ均衡モデル 

The Number of 

Employed Workers

The Level of Productivity

Aggregate Demand D or β

Pool of Unemployment

Reservation 

wages μ

The Number of 

Employed Workers

The Level of Productivity

Aggregate Demand D or β

Pool of Unemployment

Reservation 

wages μ

40 
Yoshikawa, H. (2015) “Stochastic macro-equilibrium: a microfoundation for the 
Keynesian economics,” Journal of Economic Interaction and Coordination, Vol.10, 1, 
pp31-55, 



“It captures analytically a good 
part of the intuition that underlies 
the Keynesian economics of 
people like Tobin and me.”   

                          Robert M. Solow 

Solow’s comment on Stochastic Macro 
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マクロ経済理論は 

日本経済と 

どのように 

関係しているのか？ 
42 

理論と現実の経済 



43 

「期待」に働きかける 

金融政策に 

ミクロ的な基礎づけはない！ 

金融政策の有効性 



Many Different Micro Universes 

The Importance of Meso Scale 

Macro 
●●● 

●●● ●●● 

●●● 

●●● 
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真の異質性 

金融政策 



Thus, to Analyze Macro, 

Detailed Optimization of Micro Agent is Useless 

●●●●● 

Micro Agent’s Optimization is  

Not based on the Unique “Macro”  

But on Each Different Micro Universe 

which we Never observe! 

45 

真の異質性 

金融政策は 

入っているか？ 

消費税は 

入っている！ 



一般物価の動きは 

個別の物価の 

相互作用によって決まる！ 

「期待」の役割はマイナー 

46 

物価はどのように決まるのか 

Yoshikawa, H., H. Aoyama, H. Iyetomi and Y. Fujiwara (2015) “Deflation/Inflation 
Dynamics: Analysis based on Macro Prices”, RIETI Discussion Paper Series 15-E-026, 
http://www.rieti.go.jp/jp/publications/dp/15e026.pdf 


